
【補⾜資料①】区分⽀給限度額超過時の特別地域加算等の計算方法について 
 

平成 30 年介護報酬改定に伴う、”介護給付費請求書・明細書及び給付管理票記載例（⼀部変更）”にて、区分限度額超過時の特別地域加算（中山間小規模、
中山間サービス提供）の計算方法が今回の改定で明確化されました。それに伴い、弊社ソフトウェアも記載例に合わせて下記の通り仕様を変更致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例）訪問介護サービスで、114869：身体介護１・同一（221）を 11 回ご利用（2431）し、限度額超過が発生した場合 
 

算定するコード 計画単位数 
114869：身体介護１・同一（221 単位） 2,300 単位 
118000：特別地域加算（15%）  
116274：処遇改善加算Ⅱ（10%）  



【参考】平成 30 年 4 月介護報酬改定後の同一建物減算を含んだ特別地域加算の算定例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

例）訪問介護サービスで、111111：身体介護１（245）を 11 回ご利用 
（2695）し、限度額超過が発生した場合 
 

算定するコード 計画単位数 
111111：身体介護 1（245 単位） 2,300 単位 
114114：同一建物減算（−10％）  
118000：特別地域加算（15%）  
116274：処遇改善加算Ⅱ（10%）  

 

 
 

【参考】介護保険事務処理システム変更に係る参考資料（確定版） 

（平成 30 年 3 月 30 日事務連絡） 

Ⅲ 介護給付費請求書・明細書及びインタフェース関係 

資料 ４介護給付費請求書・明細書及び給付管理票記載例（一部変更） 
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